
 

 

 

 

 

 

8.  その他の資料・情報 

 



 

 

 

 

 

 

 

8-1  地質調査 

 



1) 地質調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1 ボーリング実施箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-2 路床 CBR 調査箇所 
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2) 新橋付近の地質状況 

今調査で新橋計画線形上に実施したボーリング(2 箇所)結果、及び R & D が過年度に

実施したボーリング結果を基に推測した、当該箇所の地質分類を下記に示す (深さは柱

状図標尺読み)。 

分   類 深 さ 

(i) 砂礫混り粘土質砂 (粗～細砂) (SC) : 0m(地表)～2m 

(ii) シルト～粘土質砂 (粗～細砂) (SM-SC) : 2m～10m 

(iii) 粘土質砂 (粗～細砂) (SC)  : 10m～20m 

(iv) 粘土質砂岩 (Ss)   : 20m 以深 

 
標準貫入試験結果(N 値)によると、(ii)層までは数値にばらつきが見られるが、(iii)層以

深は比較的締め固まった層、(iv)は杭基礎地盤として信頼のおける層であると推測でき

る。 

 

3) 推定地質縦断図 

今調査により作成したマナー橋周辺ボーリング柱状図 (BH-01, BH-02)及び R&D の

過年度成果である柱状図 (BH-RD2～BH-RD5)を基にして、図 8-3 に新橋計画線形上

の推定地質縦断図を作成した。また、コーズウェイ周辺にて RDA が過去に実施したボー

リング柱状図を図 8-4 に示す。 

 

 



 

 

図 8-4 ボーリング実施箇所 

 

4) 室内試験結果 

試掘調査を実施した 2 箇所の室内試験結果を表 8-1 に示す。ここで、各調査箇所を代

表する地点 CBR は、下記方程式により求めた。 

 

 

 

 
CBRm: m 地点の CBR (%) 

CBRm: m 地点の各層の CBR (%) 

hn: m 地点の各層の厚さ (cm) 

-｢アスファルト舗装要綱｣より- 

 

表 8-1 路床部室内試験結果 

調査箇所 深さ (m) 層厚 (cm) 各層CBR 地点CBR
液性限界

(LL)
塑性限界

(PL)
塑性指数

(PI)
最適含水比

(%)
最大乾燥密度

(g/cm3)

TP-1 0.00-0.15 15.0 21 23.9 NA NA NA 5.5 1.97
(Sta.84+100) 0.15-0.90 75.0 26 NA NA NA 9.8 1.90

0.90-1.00 10.0 15 NA NA NA 10.0 1.90
TP-2 0.00-0.30 30.0 10 11.2 40 16 24 12.0 1.80
(Sta.80+985) 0.30-0.67 37.0 8 35 15 20 11.0 1.69

0.67-1.00 33.0 17 28 18 10 10.8 1.87  
 

4) 室内試験値による現場 CBR 値の補正 

計 25 箇所(D1－D23 及び DTP-1、DTP-2)で実施した現場 CBR 試験（DCP 方式）結果

を、1)で求めた試掘箇所(TP-1, TP-2)の地点 CBR により補正を行う。補正方法は以下の

とおり。 

試掘箇所（地点CBR実施箇所）を含む前後3箇所の現場CBR値の平均値と地点CBR

値の比較により、補正係数 M を決定する。補正係数算出結果を表 8-2 に示す。 

 

 

CBRm = 
h1*CBR11/3+h2*CBR21/3+････hn*CBRn1/3 

h1+h2+････hn 

3 



補正係数 M = CBRm ÷ DCPAve. 

CBRm: 各試掘箇所の地点 CBR 

DCPAve.: 各試掘箇所を含む前後 3 箇所の現場 CBR の平均値 

 
表 8-2 現場 CBR 補正係数 M の算出結果 

試掘箇所 CBRm DCPAve. 補正係数 M M 平均 

TP-1 23.9 40.1 0.598

TP-2 11.2 10.3 1.084
0.841

 
現場 CBR 試験結果を補正係数 M の平均値を用いて算出した各地点の補正 CBR 値を

表 8-3 に示す。なお、TP-1 及び TP-2 を代表する CBR 値は、室内試験結果により求め

た地点 CBR を採用する。 

表 8-3 現場 CBR 値の補正結果 

調査箇所 深さ (m) 層厚 (cm) 各層 CBR 地点 CBR 補正 CBR 

D-1 0.00-0.17 17.0 182 76.3 64.1

(Sta.84+200) 0.17-0.37 20.0 141     

  0.37-0.90 53.0 40     

DTP-1 (TP-1) 0.00-0.50 50.0 29 21.0 23.9

(Sta.84+100) 0.50-0.77 27.0 8     

  0.77-0.91 14.0 30     

D-2 0.00-0.12 12.0 121 22.9 19.3

(Sta.84+000) 0.12-0.91 79.0 16     

            

D-3 0.00-0.78 78.0 11 15.1 12.7

(Sta.83+900) 0.78-0.91 13.0 62     

            

D-4 0.00-0.26 26.0 54 19.8 16.7

(Sta.83+700) 0.26-0.57 31.0 26     

  0.57-0.89 32.0 4     

D-5 0.00-0.19 19.0 21 20.9 17.6

(Sta.83+650) 0.19-0.57 38.0 30     

  0.57-0.86 29.0 12     

D-6 0.00-0.31 31.0 60 28.4 23.9

(Sta.83+500) 0.31-0.67 36.0 24     

  0.67-0.92 25.0 11     

D-7 0.00-0.35 35.0 72 43.5 36.6

(Sta.83+300) 0.35-0.90 55.0 30     

D-8 0.00-0.20 20.0 104 33.9 28.5

(Sta.83+150) 0.20-0.40 20.0 46     

  0.40-0.87 47.0 15     

D-9 0.00-0.15 15.0 136 25.4 21.3

(Sta.83+000) 0.15-0.45 30.0 45     

  0.45-0.87 42.0 5     

D-10 0.00-0.23 23.0 36 17.2 14.5

(Sta.82+900) 0.23-0.54 31.0 16     

  0.54-0.88 34.0 10     



調査箇所 深さ (m) 層厚 (cm) 各層 CBR 地点 CBR 補正 CBR 

D-11 0.00-0.43 43.0 7 6.3 5.3

(Sta.82+700) 0.43-0.71 28.0 6     

  0.71-0.88 17.0 5     

D-12 0.00-0.28 28.0 16 14.4 12.1

(Sta.82+600) 0.28-0.62 34.0 4     

  0.62-0.88 26.0 41     

D-13 0.00-0.27 27.0 55 21.1 17.8

(Sta.82+400) 0.27-0.49 22.0 28     

  0.49-0.89 40.0 7     

D-14 0.00-0.28 28.0 18 10.2 8.6

(Sta.82+300) 0.28-0.44 16.0 9     

  0.44-0.87 43.0 7     

D-15 0.00-0.25 25.0 49 20.4 17.2

(Sta.82+150) 0.25-0.45 20.0 18     

  0.45-0.77 32.0 9     

D-16 0.00-0.53 53.0 18 8.6 7.3

(Sta.82+000) 0.53-0.91 38.0 2     

            

D-17 0.00-0.20 20.0 45 12.5 10.5

(Sta.81+900) 0.20-0.64 44.0 8     

  0.64-0.90 26.0 7     

D-18 0.00-0.25 25.0 55 16.0 13.4

(Sta.81+700) 0.25-0.51 26.0 12     

  0.51-0.79 28.0 4     

D-19 0.00-0.28 28.0 23 8.5 7.2

(Sta.81+600) 0.28-0.52 24.0 9     

  0.52-0.91 39.0 3     

D-20 0.00-0.30 30.0 35 19.3 16.3

(Sta.81+400) 0.30-0.62 32.0 15     

  0.62-0.89 27.0 12     

D-21 0.00-0.72 72.0 35 35.0 29.4

(Sta.81+300)           

            

D-22 0.00-0.30 30.0 26 10.9 9.2

(Sta.81+100) 0.30-0.45 15.0 7     

  0.45-0.68 23.0 4     

  0.68-0.91 23.0 9     

DTP-2 (TP-2) 0.00-0.16 16.0 20 4.8 11.2

(Sta.80+985) 0.16-0.45 29.0 5     

  0.45-0.85 40.0 2     

D-23 0.00-0.25 25.0 47 15.2 12.8

(Sta.80+925) 0.25-0.40 15.0 28     

  0.40-0.88 48.0 5     
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